地域セミナーの各地開催について
2009年度の事業として、地球環境基金の助成の内定を得ることができたので、各地域において地域セミナーの開催をすることになります。ぜひ実行委員会団体の皆様は少なくとも１回は地域での開催をお願いいたします。

【目的】

2009年は、2013年以降の国際的な温暖化防止の枠組みを決める期限とされている重要な年である。そのため、国内においても日本が中長期の目標を早期に定め、そのために必要な社会のしくみを構築することは喫緊の課題である。また、その目標は人類にとって危機的な気候を回避するために気温の上昇を２℃未満に抑えるためにIPCC第4次報告書の警告をベースに、先進国の責務として2020年に90年比30％、2050年に80％削減を目指すものとする必要がある。そこで、これらを位置づけた「気候保護法」の制定としくみづくりを市民の立場から提案し、NGOの連携によって国内の世論を構築し、その実現を目指すことを目的とする。

【開催地】全国各地50ヶ所以上（セミナーの規模は大小含む）

【主催】MAKE the RULEキャンペーン実行委員会

　　　　実行委員会参加団体など（実行委員団体、参加団体）

· 原則としてMAKE the RULEキャンペーンの実行委員会団体、賛同団体であること（開催後になる予定のところを含む）。

· イベントでは、「MAKE the RULEキャンペーン実行委員会」を主催もしくは共催と位置づけること。（個人は主催団体を「MAKE the RULEキャンペーン実行委員会」とすること）＊ＭＲの費用負担がある場合のみ

· 企画段階からキャンペーン事務局と頻繁に連絡をとりながら、企画・実行できること。

· なお各団体が単独で主催されるイベントで、MAKE the RULEキャンペーンの内容を盛り込み、署名集めなどを独自に展開していただくのは大歓迎です。ただその場合、主催や共催としてMAKE the RULEキャンペーン実行委員会の名前が入っていないものについては、地球環境基金の助成金からの経費負担はできませんのでご了承ください。

【企画について】

1 企画内容について

· 上記の目的をふまえた内容であること。たとえば、温暖化対策としてひとり一人の取り組みが大切という切り口だけではMAKE the RULEキャンペーンの主旨にそぐわないので、必ず「社会のしくみが必要である」という視点も含めた内容にしてください。

· MAKE the RULEキャンペーンの説明やなぜ法律が必要なのかといった内容については、事務局スタッフが対応することも可能です。

· 呼びかけ人を講師として招いたり、外部講師の紹介なども事務局で調整することができますのでご相談ください。

2 企画の形式について

· セミナー開催のねらいをふまえた企画であれば、開催形式（シンポジウムや講演会、ワークショップなど）については特に規定しません。また、各団体の得意分野や専門分野を活かした内容や、各地域の特性をふまえた内容を盛り込んで開催する提案も歓迎します。

　例) 　シンポジウムの開催（３～４時間程度）基調講演＋パネルディスカッションほか

セミナーの開催（２時間程度）講演＋討議ほか

環境イベント・フォーラム会場でのミニセミナー

環境フェスティバルの出展会場での講演、ミニ講演ほか

別企画イベントとのコラボでのセミナー開催

· 食・エネルギー・まちおこし、温暖化防止活動推進員研修

音楽、スポーツ、芸術、祭り関係イベント

3 費用について

各企画の費用については、地球環境基金の助成金の範囲で費用を負担します（活動名：温室効果ガスの中長期大幅削減の仕組みづくりを目指す全国キャンペーンの展開）。現在、計上している項目は以下のとおりです。

―　講師謝金・・・・・・・・上限２万円／人

―　講師交通費・・・・・・・詳細な規定あり　

―　会場費・会場設備費・・・上限規定内で、かつ経費をかけないこと

（あらかじめ計上したものに限る）

　全体予算が高額にならないように、できるだけ経費節減での開催に向けてご協力をお願いします（たとえば会場は公共の安い会場を借りるなど）。

また、本来はかかる電力はグリーン電力証書などでまかなえると良いのですが、その費用はこちらの負担では計上できませんので、ご了承ください。

　なお、費用の支払いや精算については企画案がかたまってから個別に相談します。場合によっては立替払いなどをしていただくこともあります。

MAKE the RULE地域セミナー2009企画書（記載例）

５月７日作成（作成者名：北野白郎兵衛）
	日時
	　９月１２日（土）　　（１３：３０～１６：３０）

	会場
	かながわ県民活動サポートセンター（人数：６０名）

（URL： http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/02/0051/index.html ）

	内容
	　今、地球温暖化問題では現状がどのようになっているのかを理解し、それに立ち向かうために、何をすることが求められているのか、国際的にはどんな状況におかれているのかをわかりやすく解説してもらい、MAKE the RULEキャンペーンの意義や、社会のしくみをかえるための市民活動について考える。

　１．「地球温暖化に対する科学の警告」

　　　　科学者の立場から

　２．「気候保護法の提案について」

　　　　ＮＧＯ関係者・法案委員会メンバーなど

３．「MAKE the RULEキャンペーンとは」

　　　　MAKE the RULEキャンペーン事務局

　３．ディスカッション「地域で何ができるか」

　　　　地域活動関係者などのトークセッション



	予算
	　　　　６５１４０円

内訳）講師謝金　　　　　４００００円【@20,000×２人】

講師交通費　　　　２４０００円（京都←→横浜往復）
会場費　　　　　　　１１４０円
　　　印刷費　　　　　　　　　　　円（＠　　×　　　　枚）

	連絡先
	団体名：MAKE the RULE××　　　　　　　　　　　　

担当者：北野白郎兵衛　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Email：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

電話番号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


資料６








